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―東京オリンピック・パラ
リンピックが１年延期と
なりましたが、東京
2020大会へ向けた港湾
局としての取り組みと、
今後の方向性についてお
聞かせ下さい。

東京2020大会の運営と円
滑な港湾物流を両立し、大
会開催時も東京港を安心し
てご利用いただくために
は、大会時の貨物取扱量を
「減らす」取組みや、貨物
の輸送時間やルートを「変
える」といった取り組みが
重要だと考えている。
その考え方の下に、本年
３月に「東京2020大会時に
おける東京港の取組」を公
表したが、大会延期に伴う
様々な条件の変更を踏ま
え、現在、順次取組内容の
確認・検討を行っていると
ころだ。
大会の1年延期に伴い、全
国初となる「深夜ゲートオ
ープン」については、今夏
の実施は見送ることとした。
来夏の大会時の取り組みに
ついては、今後、詳細を詰
めるものの、予定していた
内容を基本として実施の方
向で関係者と検討している。
「深夜ゲートオープン」は、
ゲートオープン時間を午前4
時まで大幅に拡大するとい
う前例のない取り組みであ
り、混雑緩和に非常に効果
があるものと認識している。
このような取組みを取りま
とめていただいた東京港に
おける労使関係者の方々の
努力の賜物であり、引き続
き来夏実施に向けご協力を
お願いしたい。
港頭地区のストックヤー
ド（現在、4カ所・合計約
600台分）の設置もトラック
の時間的分散化に非常に有
用であることから、場所、
規模を含め再検討している。
一方、トラックドライバ
ー向けのWEBカメラの増設
や、中央防波堤外側ふ頭Y2
への既存ふ頭取扱貨物の分
散など、先行して実施でき
る取り組みについては着実
に進めている。
大会時の円滑な港湾物流
の確保のためには慣行化さ
れた物流の流れを変える必
要があることから、港湾物
流に携わる全ての方々の一
層の理解と協力が不可欠。
このため、引き続き大会
時の東京港の取り組みにつ

いては内容をブラッシュア
ップしていくとともに、こ
れらの取り組みを荷主など
が大会時に効果的に活用で
きるよう、国とも連携を図
りながら、適時適切な情報
発信と丁寧で分かりやすい
周知に努め、大会時にも使
いやすい東京港の実現を目
指していく。

―供用を開始した中央防波
堤外側ふ頭Y2ターミナ
ルと東京港のコンテナタ
ーミナル再編の進捗状況
や臨港道路南北線の開通
など、港湾道路ネットワ
ークの拡充と混雑緩和に
向けた東京都の取り組み
や今後の計画についてお
聞かせ下さい。

本年3月に中央防波堤外
側ふ頭Y2の供用を開始し
た。Y2は東京港で初となる
16ｍの大水深岸壁を有し、
大型船に対応できるターミ
ナルだ。東京港で現在取り
扱っている外貿コンテナ貨
物量（年間）の約１割に相
当する量の貨物を処理でき
る能力があり、東京港の機
能は大幅に向上した。
都は引き続き、中央防波
堤外側地区において、岸壁
延長400ｍ、水深16ｍ、面
積25haの高規格バースであ
るY3を国と連携して整備す
ることとしている。

Y3は、我が国の港湾で唯
一、コンテナ取扱量が500
万TEUを超え、今後も取扱
貨物量がさらに増加するこ
とが予想されている東京港
にとり必要不可欠の施設
だ。国に対して早期の整備
を強くお願いしているとこ
ろであり、首都圏を支える
東京港の機能強化に向け、
供用開始を急ぎたい。
また、Y2やY3の供用開始
を契機として、既存コンテ
ナふ頭の再編整備を進めて
いく。Y2へは青海ふ頭の取
扱貨物の一部を移転してお

り、これにより生じた空き
地を活用して青海ふ頭の再
編整備を進めていく。具体
的には、既存のコンテナヤ
ードを拡張するとともに、
青海公共ふ頭については荷
役方式をストラドルキャリ
ア方式からテナークレーン
方式に変更する予定であ
り、貨物処理能力の大幅な
向上と周辺道路における交
通混雑の緩和を図る。
他の既存ふ頭について

も、中央防波堤外側ふ頭へ
取扱貨物を移転させた後、
貨物処理能力向上に向けた
再編整備に着手していく予
定だ。
さらに、臨港道路南北線
が開通する予定であり、東
京港の道路ネットワークが
格段に充実強化される。
都は引き続き国や関係事業
者と緊密に連携し、将来を
見据えた東京港の機能強化
に全力で取り組み、大量の
貨物を迅速かつ効率的に処
理できる港の実現を目指し
ていく。

―新型コロナウイルス
（COVID-19）の影響をお
聞かせください。

東京港は首都圏の生活と
産業を支える重要な役割を
担っていることから、東京
港の機能を維持することは
極めて重要である。東京港
は通常と同様の運営を行
い、円滑な港湾物流を確保
していく。
中国貨物の状況は改善し
つつあるが、我が国や欧米
各国をはじめ、世界中の国
や地域の経済が大きな打撃
を受けており、東京港の貨
物取扱量への影響について
も懸念されるところであ
る。引き続き海上貨物の動
向を注視するとともに、事
業者からの情報収集・分析
を行い、影響の把握に努め
る。
また、旅客輸送に関して

も、東京港に寄港予定のク
ルーズ客船の一部にキャン
セルが発生したほか、屋形
船等の舟運事業にも極めて
大きな影響が出ていると承
知している。
都では、占用料等を期限
内にお支払いいただくこと
が困難となった事業者から
の申し出があった際には、
最長で4カ月納付を猶予す
るとともに、今回の新型コ
ロナウイルスの感染拡大に
より事業活動に影響を受け
ている中小企業等を対象と
した緊急融資等、様々な対
策を実施しているところで
あり、ぜひ活用頂きたい。

―開業迫る東京国際クルー
ズターミナルとクルーズ
船への取り組みについて
お聞かせ下さい。

東京港においては、2020
年に東京国際クルーズター
ミナルを開業の予定だ。ク
ルーズ客船の寄港は、地域
経済の活性化に大きな効果
があることから、今後の東
京の観光振興を図る上で不
可欠なものと考えている。
都はこれまで、新たなタ
ーミナルが大型客船にも対
応できる施設であるととも
に、都心や観光地への交通
アクセスに優れ、国際空港
にも近いといった利便性を
持つことを積極的にPRし、
多くの寄港予約につなげて
きた。
しかしながら、新型コロ
ナウイルスの感染拡大によ
るクルーズ船社の運航計画
見直しに伴い、2020年の予
約は一部がキャンセルとな
った。また、クルーズ客船
内における新型コロナウイ
ルスの集団感染の発生によ
り、クルーズへのイメージ
ダウンが著しいことを大変
残念に感じている。
こうした中、東京国際ク
ルーズターミナルの開業を
契機として、改めてクルー

ズ需要の喚起を図り、機運
を高めていきたいと考えて
いる。
そのため、今後は客船を
運航する船会社とともに、
イメージ回復に向けた取り
組みを行っていきたい。ま
た、船会社への個別訪問な
どによる積極的な誘致や、
新たに国内他港と連携した
船会社へのプロモーション
活動を進め、東京港への寄
港促進とインバウンドの拡
大を図っていきたい。
また、適切な時期を捉え、
新たなターミナルの魅力発
信と合わせたクルーズの魅
力を伝えるイベントやPR
等を実施し、市場の盛り上
げに尽力していく。
さらに、背後の臨海副都
心の進出事業者とも連携
し、賑わい創出に向けた新
しい人の流れをつくり、東
京港が日本のクルーズ拠点
としての役割を果たすとと
もに、積極的なクルーズの
盛り上げを行うことで、今
後の一層のクルーズ振興に
繋げていきたい。
（インタビューは4月15日）

東京都港湾局長　古谷  ひろみ  氏

Y3の早期整備も働きかけ
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国内最大のコンテナ取扱量を誇る東京港。東京2020大会は1年延期となったが、

予想される周辺地区や幹線道路の交通混雑への対応、港湾機能の強化、効率化への取

り組みなど喫緊の課題も多い。こうした課題に対応するため、東京都では港湾道路ネ

ットワークの拡充や混雑緩和に向けた取組を行っている。また、今年は東京国際クル

ーズターミナルも開業予定だ。新型コロナウイルス（COVID-19）の影響も懸念され

るが、古谷ひろみ東京都港湾局長は「ターミナル開業を契機として、改めてクルーズ

需要を喚起したい」と語る。

古谷局長に１年延期となった東京2020大会の影響や本大会に向けた港湾局として

の取り組み、コンテナターミナル再編の進捗状況、将来が期待される東京国際クルー

ズターミナルなどについて聞いた。古谷氏は昨年7月に港湾局長に就任したが、これ

までも臨海開発や港湾経営に携わった経験がある。
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大井、青海CTの再編へ
Y2の借受者は、三井倉庫、
日本通運、住友倉庫、山九
の4社による連合体。中防
外側CTのうち既設のY1
（水深11m／延長230m）は
東京港埠頭から上組が借り
受け17年末に供用を始めて
いる。4社は、三井倉庫と
日通は青海A-3のターミナ
ルオペレーター（T／O）
で、また日通と山九、住友
倉庫は既存の青海公共A-0
～A-2と品川公共CT3バース
のT／Oで北米からアジア
まで各航路サービス船が利
用中。東京港の既存CT利
用者が移転することで大井
や青海CTを再編する方針
で、青海A-3に寄港してい
た航路サービスを円滑にY2
に移転させ、空いたA-3を
青海CT再編の際の種地に
活用していく。さらに青海
CTからY2への航路サービ
スの移転に加え他のCTか
らの一定程度の航路サービ
スの移転も計画され各CT
の混雑緩和も期待されてい
る。

臨港道路南北線完成
一方、東京港では、青海
縦貫線などにおいて、コン
テナ車両などの集中によ
り、交通量が容量を大きく
上回る状態となり、渋滞が
頻発している。また、現在、
中央防波堤地区では新しい
CTの整備が進んでおり、
今後コンテナ車両などがさ
らに増加することが見込ま
れているため、道路ネット
ワーク整備が進められてお
り、有明地区～中央防波堤
内側埋立地～中央防波堤外
側埋立地間の5.7kmを結ぶ
臨港道路南北線が今夏完成

する予定だ。臨港道路南北
線のうち、有明地区と中央
防波堤を結ぶ海底トンネル
を「東京港海の森トンネ
ル」、さらに中央防波堤内
側埋立地～中央防波堤外側
埋立地間に整備されている
橋梁を「海の森大橋」にそ
れぞれ名称を決定している

大井、青海、品川のCT群
東京港におけるCTは、

中外貿のほか、大井、青海、
品川の各コンテナふ頭で稼
働している。大井コンテナ
ふ頭は全長2,354m、連続7
バース（水深15m／延長
330～354m）、コンテナク
レーン20基を備えた一大コ
ンテナ群。背後には海貨上
屋5棟が整備されているほ
か、倉庫用地33haには約40
社が進出して最新鋭の物流
センターを稼働させてい
る。青海コンテナふ頭は全
長1,570m、連続5バース
（水深13～15m、延長260～
350m）、コンテナクレーン
12基を有する高規格コンテ
ナふ頭。品川コンテナふ頭
は1967年にオープンした日
本初のコンテナふ頭だが、
現在では総延長555mの3バ
ース（水深10m）、コンテ
ナクレーン4基を有し、中
国、韓国、東南アジアなど
の近海航路のコンテナ船が
利用している。

20年度予算、2,313億円
を計上
東京都の20年度港湾局関
係予算は一般会計が前年度
予算比12.7％減の1,133.27億
円と減少、臨海地域開発事
業 会 計 は 394.6％ 増 の
1,130.53億円を大幅に拡大
させ、港湾事業会計は逆に
46.9％減とほぼ半減の49.9

億円とし、合計が42.7％増
の2,313.7億円を計上。
主な事業としては、東京

港の機能強化に向けた取り
組みの推進として、船舶の
大型化や増加する貨物に対
応するため、ふ頭の整備と
再編を推進する目的でふ頭
の整備・再編（一般／港湾
事業会計）に68億600万円、
物流機能の強化を図るた
め、臨港道路の整備や物流
円滑化に向けた取り組みな
どを推進する円滑な物流ネ
ットワークの整備（一般会
計）に75億3,300万円、東京
国際クルーズターミナルの
整備と開業に係る取り組み
を進めるとともに、さらな
る客船誘致を推進する、客
船誘致の促進（一般会計）
に67億4,700万円をそれぞれ
計上した。

東京港の港湾整備事業
は、外貿ふ頭整備では、外
貿コンテナ取扱貨物量の増
大と船舶の大型化に対応す
るため、中央防波堤外側に
さらに水深16mのコンテナ
ふ頭を整備中だが、今期は
岸壁の地盤改良工事を行う
方針だ。またコンテナふ頭
の整備にあわせて臨港道路
中防外1号線、3号線、5号
線の雨水管布設工事などを
行う。また道路・橋梁整備

では、東京港の物流機能を
強化するとともに、震災時
における緊急輸送に対応す
る、道路・橋梁の整備を推
進する。中防外地域のふ頭
開発による交通量増加に対
応するため、臨港道路南北
線などの整備を行うととも
に、臨海副都心地域のあけ
み橋の耐震補強を行う。ま
た防災力の向上などを目的
に臨港道路の無電柱化を推
進する。
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中央防波堤外側と有明を結ぶ南北線も今夏開通へ

東京港では、船舶大型化や増加する貨物に対応すべく
中央防波堤外側地区などの外貿コンテナターミナルの整
備を急ピッチで進めており、中央防波堤外側地区コンテ
ナターミナル（CT）Y2は今年3月に供用開始した。同
ターミナルは水深16m／延長400mと同港最大規模。

狡東京都港湾局

狡東京都港湾局



若手の視点や自由な
発想生かす
ビジョンの基本コンセプ
トは東京、日本の今後の成
長を創り出す場として東京
ベイエリアを世界に発信／
東京ベイエリアを鳥の目で
俯瞰し各地域の特色をより
活かす／官民連携のもと次
世代を担う若手の視点や自
由な発想を活かす、の3点
がポイント。特に官民連携
のもと次世代を担う若手の
視点や自由な発想での検討

の場として、官民連携チー
ムを18年10月に設置、同チ
ームからは19年10月に「11
Colors；未来創造域のデザ
イン」という提案書を提出
されている。庁内検討委員
会では東京都の長期戦略と
調整を図りながら、策定へ
向けた検討を進めていると
ころだ。

港湾機能の沖合拡張と
土地利用転換
同提案書では、東京港に

ついて、首都圏4,000万人の
生活と産業を支える国際海
上物流の一大拠点として、
さらなる機能強化を進めて
いると現状認識を示しつ
つ、その一方でかつての主
力ふ頭である晴海ふ頭や豊
洲ふ頭では、港湾機能の沖
合拡張に伴う都市的利用転
換がほぼ完了し、内海に面
するふ頭でも港湾機能の背
後で都市化が進展してい
る。市街地との関係では、
港湾エリアへ向かう物流車

両が市街地を通
過するような動
線となってい
る。このような
現状を踏まえ、
将来的な港湾機
能の沖合拡張な
ど、土地利用転
換と合わせた都
市機能再編や、
港湾施設の観光
資源としての活
用を検討するこ

とが必要と提言している。
同提案書の内容を紹介す
る。

3つの姿を目指す
東京のベイエリアは、国
内外への玄関口である東京
港と羽田空港を擁するとと
もに、リニア中央新幹線な
どの広域交通ネットワーク
の要衝と接するなど、陸・
海・空の結節点として拠点
性の高い地域である。また、
日本と東京のビジネスの中
心地である都心部とも近接
するなど、今後の経済成長
を創り出す場所として大き
な可能性を秘めたエリアで
ある。さらに、ベイエリア
の貴重な地域資源である海
を最大限活用し、水辺や広
大なオープンスペースを生
かした非日常性を感じるこ
とのできる機会の創出や、
東京2020オリンピック・パ
ラリンピック大会のレガシ
ーが新たな賑わい創造の場
となることが期待される。
そこで、世界から人を集め、
ベイエリアを日本中の文
化、情報、技術のショーケ
ースとし、東京、日本の今
後の成長を創り出す場所と
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●東  京  本  社 ●横  浜  支  店 ●松  山  支  店
03(3642)3255 045(201)0825 089(979)4490

●品 川 営 業 所 ●大 井 営 業 所 ●海外駐在事務所
03(3474)9222 03(5492)7443 （ベトナム/ダナン・韓国/釜山）

○海外法人　PT.DAIICHI KOUN INDONESIA（インドネシア/スラバヤ）
DAIICHI KOUN (THAILAND) CO., LTD（タイ/バンコック）

Website:http//www.daiichi-koun.com

一般港湾運送事業・通関業・国際複合輸送業

第一港運株式会社
Daiichi Transportaton & Terminal Co., Ltd.

代表取締役社長 岡　田　幸　重

総合物流で日本と世界を結ぶ
第一港運は物流のトータルプランナーとして
お客様のニーズに即した質の高いサービスを

ご提供いたします。

東京都は、東京2020大会後を見据え、東京、ひいては日本の今後の成長をけん引
するベイエリアの将来像を描くため、「東京ベイエリアビジョン」（仮称）の策定に向
け、庁内検討委員会による検討を進めている。これまでの個別計画の枠を超えた総合
的なビジョンとして策定し、次世代のまちづくりのモデルとなる、世界を見据えた将
来像を示し、東京および日本の成長戦略につなげていくというのが策定の狙い。

成長をけん引する東京ベイエリアの将来像策定へ
官民連携チームが未来創造域のデザインを提案

して世界に発信していくた
め、「未来創造域のデザイ
ン戦略」として、①海から
見渡す東京の未来をつくる
（Place）、②東京、日本なら
ではの未来を世界に発信
し 、 世 界 を 魅 了 す る
（Contents）、③自ら未来を
生み出し続ける実験・提案
型のまちをつくる（System）
の3つの姿を目指す。

11項目の施策を提案
その戦略をベースに、以
下の11施策を提案してい
る。①東京臨海リング：内
海を中心としたまちをつく
る、②自由、気ままなパブ
リックスペース：道路、公
園、水面などを使い方から
変えていく、③シャトルフ
ェリー、ロープウェイ：さ
まざまなモビリティで移動
を楽に、そして楽しくする、
④MICE、IR、トランジッ

トツーリズム：世界へ向け
て「ここにしかない」ベイ
エリアツーリズムを展開す
る、⑤制約からの解放：ヒ
トが時間や空間などの制約
を受けない日常環境を生み
出す、⑥レガシー×ウェル
ネス：東京2020大会レガシ
ーからウェルネスのまちを
創成する、⑦水・空気・土
の浄化：地球環境再生のシ
ンボル、実践拠点となる、
⑧ゼロ・エミッション・ア
イランド：災害時にも自立
できるエコスフィアをかた
ちづくる、⑨家事・介護ロ
ボット：超高齢社会の課題
を最先端技術で解決する、
⑩尖端イノベーション、実
験フィールド：「ベイエリ
ア発！世界初！」を生み出
し続ける、⑪官民連携LLP、
ワンストップサービス：民
間と行政が一体となって人
材と投資を呼び込む。

狡東京都港湾局
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東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会組織委
員会と東京都は、大会日程
の延期に伴い、今夏に予定
していた輸送関連の取り組
みは中止、来年の大会に向
け、東京港におけるコンテ
ナターミナルのゲートオー
プン時間の拡大や各企業や
都庁、政府機関などによる
TDM（交通需要マネジメン
ト）などは、関係者との調
整のうえで、1年後ろ倒し
することを決定した。
その他、1年後ろ倒しと

するのは、高速道路の入り
口閉鎖、流入調整などの
TSM（交通システムマネジ

メント）、首都高速道路の
料金施策、工事などの調整、
鉄道の追加運行、会場周辺
の交通対策など。またスム
ーズビズを特に推進する機
関などは、関係者との調整
の上、状況を見ながら時期
を変更する考えだ。19年12
月に策定した輸送運営計画
については、今後、競技会
場や競技日程の調整状況な
どを踏まえ、必要な見直し
を行う方針だ。
大会の1年延期で港湾周

辺の交通対応策も1年後ろ
倒しとなるが、3月に発表
された20年大会期間中の東
京港の取り組みは1年後の

参考になるため、具体的な
日程を省いて、掲載した
い。

深夜オープンは
翌朝4時まで
東京港は、東京2020大会
期間中とその前後の期間に
全コンテナターミナル（CT）
でゲートオープン時間を延
長する方針を示していた。
オリンピック直前3日間を
含む期間中に、全国で初め
て深夜ゲートオープン（朝
7時半～翌朝4時）を実施す
る。
大会自体の延期日程は、

オリンピック競技大会が21

年7月23日（金）
から8月8日（日）
まで、パラリンピ
ック競技大会が8
月24日（火）から
9月5日（日）まで。
ゲートオープン時
間の延長（土日祝
を除く）について
は、オリンピック
前の3日間（20年
開催の場合）は7
時半～18時、直前
3日間含めオリン
ピック期間中は午
前7時半～翌朝4時
までの 20.5時間
（18時以降は予約
制）、オリンピッ
ク後の4日間（20
年開催の場合）は

8時半～18時、パラリンピ
ック期間中と大会後は7時
半～18時。

ストックヤードは
4カ所設置
また24時間利用可能なス
トックヤードは、実証実験

をした大井地区（186台）、
城南島地区（84台）に加え、
青海地区（約190台）、中央
防波堤外側地区（約140台）
で合計4カ所・約600台分を

設置する考えだ。混雑する
時間帯にCTから一時保管
場所に仮置きし、早朝や夜
間に配送する仕組み。実施
期間は今年開催だった場合
は7月～9月予定だった。周
辺の混雑を回避するため、
15～18時の時間帯は、全て
のシャーシの搬出入を不可
とする運用ルールを設定し
た。

WEBカメラ増設し
混雑可視化
さらに臨海部の主要道路
ごと混雑予測を日別・時間
帯別に混雑マップで公表、
加えて当日の状況はWEBカ
メラで交通状況をリアルタ
イムに配信する予定。WEB
カメラは14基増設し合計39
カ所に設置した。

その他、トラックから船
舶・鉄道への利用転換支援
を、大会期間中の7～9月期
にさらに予算を増額し対
応、リーファーコンテナの
需要増へ対応するため、補

助金でCTで借り上げる発
電機のリース料を支援する
ほか、臨時貨物置場を青海
A3ターミナル内などに設置
するなどの対策も実施する

予定だった。中防外の新た
なCTであるY2が供用を開
始、既存ふ頭の取り扱い貨
物の一部を移転すること
で、混雑緩和を図ってい
る。

経路検索システムで
混雑回避
さらに大会期間中の交通
混雑の回避に向けて、「大
会時の遅延等を想定した所
要時間・経路探索システ
ム」を東京都では開発して
いる。出発地と到着地を指
定することで、大会期間中
に想定される所要時間の目
安を検索できるシステム
で、う回ルートなども案内
できる。これを利用するこ
とにより、それぞれの企業
の活動への影響を把握する
とともに、別の時間帯に出
発をずらした場合や鉄道を
利用した場合の所要時間な
ども算出され、それをもと
に影響を回避する方法も検
討できる。また出発地と目
的地の郵便番号を複数入

力、一括検索した結果から、
対策に取り組む必要性が高
い施設を把握するなどの活
用事例が考えられるとい
う。
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物流があるから、 世界はいつも新しい。
モノを作っている人がいて、売っている人がいる。

そこには必ず「つなげる人」がいる。正確に、丁寧に、安全に。
あなたの手元から、新たな景色を広げるために。

ヒト、モノ、コトの接点を生み出す。ケイヒングループ。

代表取締役会長　鈴江  孝裕
代表取締役社長　田留　  晏

本　　社　〒231-0021  横浜市中区日本大通7番地
　　　　　TEL.045-671-5330㈹　FAX.045-671-5333
東京本社　〒105-0004  東京都港区新橋1丁目11番7号
　　　　　TEL.03-3575-8230㈹　FAX.03-3575-8231
    https://www.suzue.co.jp

狡東京都港湾局

CTゲートオープン時間延長、一時保管場所設置など

狡東京都港湾局



東京都港湾局がまとめた
19年の東京港港勢（速報値）
によると、外貿コンテナ取
扱個数（実入り・空合計）
は、前年比1.2％減の451万
3,641 TEU、うち輸出は
0.5％増の212万8,983TEU、
輸入は 2.8％減の 238万
4,658TEUだった。
うち実入りは3％減の331
万653TEU、輸出が4％減の

93万 4,522TEU、輸入が
2.6％減の237万6,131TEU、
空コンテナは輸出入合計で
4％増の120万2,988TEUだっ
た。
一方、内貿コンテナ貨物
は、移出が14.8％減の33万
TEU、移入が8.6％増の17万
TEU、合計で8.1％減の49万
TEUだった。

19年の貨物総取扱量（外

内貿合計）は 4.1％減の
8,780万トン、うち外貿が
2.7％減の4,849万トン、内
貿が5.8％減の3,931万トン
だった。
外貿貨物のうち輸出は

4.2％減の1,273万トン、輸
入は2.1％減の3,576万トン
だった。輸出を仕向国別に
みるとベトナム48.2％増の
112万トン、米国8.2％増の
307万トンなどが増加、中
国18.2％減の300万トン、タ
イ9.8％減の81万トンなどが
減少した。
輸入はベトナム9.4％増

の220万トン、台湾9％増
160万トンなどが増加、中
国2.5％減1,503万トン、米
国8.7％減の395万トン、タ

イ6.8％減の227万トンなど
が減少した。
外貿貨物の品種別では、

輸出は金属くず19.2％増の
64万トン、ゴム製品9.3％増
の39万トンなどが増加、そ
の他化学工業品は横ばい
（0.1％増）の182万トン、再
利用資材13.3％減の188万ト
ン、産業機械7.2％減の181
万トン、自動車部品1.7％
減の158万トン、電気機械
5.7％減の70万トンなどが減
少した。
輸入は衣服・身廻品・は
きもの0.9％増の475万トン、
電気機械1.6％増の326万ト
ンなどが増加、製造食品
0.5％減の254万トン、その
他化学工業品2.9％減の225
万トン、家具装備品0.5％

減の204万トン、野菜・果
物7.8％減の174万トンなど
が減少した。
一方、内貿貨物の品種別
では、移出が取合せ品
2.2％増の306万トンなどが
増加、完成自動車2.7％減
の778万トン、廃土砂22.1％
減の127万トンなどが減少
した。
移入はその他の石油が横
ばい（0.1％増）の444万ト
ンのほか、完成自動車1％
減の597万トン、砂利・砂
15.7％減の371万トン、セメ
ント13.8減の243万トン、取

合せ品4％減の224万トン、
紙・パルプ15.5％減の122万
トン、鋼材4.7％減の109万
トンと主要品目では軒並み
マイナスとなった。
入港船舶数では、総数が

4.1％減の2万3,382隻、1.7％
減の1億7,991万総トン、う
ち外航船が4.7％減の5,247
隻、2.4％減の1億3,406万総
トン、外航フルコンテナ船
は3％減の4,773隻、1.2％減
の1億2,609万総トン、内航
船は3.9％減の1万8,135隻、
0.7％増の4,585万総トンだ
った。
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東京港港湾運送事業協同組合

理  事  長 中　山　正　男

副理事長 松　川　一　裕

専務理事 江　津　定　年

〒108-0023 東京都港区芝浦三丁目5番38号（港協会館）
電話 　０３（３４５２）３８１１
ＦＡＸ ０３（３７９８）１４０４

一般社団法人 東京港運協会
会　　長 鶴   岡   純   一
副  会  長 中   山   正   男
副  会  長 永   澤   利   雄
副  会  長 田   原   典   人
副  会  長 松   川   一   裕
副  会  長 田   邊   昌   宏
副  会  長 山   藤   　   浩
専務理事 笹   川   文   夫
常務理事 今   村   秀   彦

近   田   毅   彦
若 山 孝 光

〒108-0022 東京都港区海岸三丁目26番1号　バーク芝浦4階
電話 03  ( 5 4 4 4 )  ２１５１
FAX 03  ( 5 4 4 4 )  ０８６６

理　　事
事務局長
理　　事
労務部長

3カ年の財務計画
財務計画では20年度が売
上高184億700万円、営業利
益24億900万円、経常利益
24億3,600万円、当期利益16
億6,600万円、21年度が売上
高192億1,800万円、営業利
益21億5,500万円、経常利益
21億1,400万円、当期利益14
億4,700万円、22年度が売上
高193億1,400万円、営業利

益23億8,500万円、経常利益
23億100万円、当期利益15
億7,400万円との数値目標を
立てた。

6つの経営ビジョン
経営ビジョンは、物流動
向への対応と東京港の魅力
発信、お客様ニーズに即し
たサービスの提供、安全・
安心な東京港の実現、コン
プライアンスの強化、コス

トパフォーマンスの向上、
活力ある組織運営の6項目。

物流機能を向上させる
取り組み
具体的には、世界経済の
動向や海運アライアンスの
再編など物流に関する状況
変化を把握・分析し、顧客
ニーズの把握や物流動向を
踏まえたサービスの展開を
進める。さらに交通混雑対
策など円滑な港湾物流機能
の確保、コンテナふ頭にお
ける大型船対応への取り組
み、既存コンテナターミナ
ルの機能強化に向けた再編
整備推進、中央防波堤外側
コンテナターミナルの整備
推進を図る。

19年の外貿コンテナ取扱個数は
1.2％減の451万TEU

東京港埠頭の中期経営計画

「港力の更なる飛躍に向けて」
ニーズを踏まえたサービス展開、円滑な港湾物流の確保

東京港埠頭は、第5期中期経営計画（20～22年度）
「港力（ミナトヂカラ）の更なる飛躍に向けて」を策定、
物流動向への対応と東京港の魅力発信など6つの経営ビ
ジョンと、ゲート前混雑の平準化、ICTなどを活用した
新たな施策の展開など、円滑な港湾物流機能の確保など
の取り組み、年度ごとの財務計画などをとりまとめてい
る。

東京港湾福利厚生協会
会　　長　永  澤  利  雄

副  会  長　山  本  儀  久

専務理事　齋  藤  　  博

〒108-0022 東京都港区海岸３丁目９番５号
電話 ０３－３４５２－６３９１㈹
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―中央防波堤外側Y2ターミ
ナル稼働とコンテナター
ミナル再編の進捗状況、
および今後の新たなCT
整備計画について

中央防波堤外側ターミナ
ル「Y2」は今年の3月23日
に三井倉庫、日本通運、住
友倉庫、山九の4社に引き
渡し、供用を開始した。4
月8日には第一船が接岸、
順調にオペレーションされ
ている。当該CTが稼働し
たことにより、東京港全体
のターミナル処理能力が高
まるとともに、青海ふ頭か
ら一部サービスが移転する
ことで、混雑の緩和、平準
化につながり、青海ふ頭を
中心に渋滞は相当改善する
ものと期待している。
東京港のコンテナふ頭全
体の効率性、生産性の向上
を目的としたCT整備に関
しては、今年度からY2への
移転により空いた青海CT
「A3」を種地とした青海ふ
頭の再整備に着手する。
1996年から2003年にかけて
実施した大井ふ頭再整備の
ノウハウなども活かし、利
用者への影響を極力抑えな
がら整備を進めたい。
また、今後は中央防波堤
外側「Y3」を整備する計画
だが、首都圏の顧客の利便
性、経済性を考えるとY3の
整備は待ったなしで進めな
ければならないと考えてお
り、東京都とともに国に対
し、早期整備を強く要望し
ていきたい。

―交通混雑対策など円滑な
港湾物流に向けた取り組
みについて

埠頭周辺の交通混雑対策
は、弊社としても重要な課
題と認識しており、今年度
を初年度とする第5期中期
経営計画にも重点項目とし
て掲げている。
今夏に開催する予定だっ
たオリンピック・パラリン
ピックが1年程度延期され

ることが3月24日に発表さ
れた。7月の開催に向け、
東京都をはじめ関係者の皆
様と連携し、鋭意、対策を
講じてきたところで大変残
念ではあるが、やむを得な
い措置と思う。一方、来年
実施される東京2020大会期
間中は、多くの大会関係車
両とコンテナ車両がふ頭周
辺の道路を走行する状況の
予想に変わりはなく、これ
までの諸対策は決して無駄
にはならない。更にブラッ
シュアップして、対策を講
ずる時間を確保できると考
えている。緊張の糸を緩め
ることなく、引き続き取り
組んでいきたい。
東京港は、首都圏ひいて
は東日本の生活と産業を支
える重要な港であることか
ら、大会期間中における港
湾物流の機能をしっかり守
っていかなければならな
い。具体的には、3月3日に
東京都が発表したとおり、
東京2020大会に向けてゲー
トオープン時間の拡大をは
じめ、ストックヤードの設
置といった取組について、
我々が実施できるものは実
施し、関係者との調整や用
地の確保を要するものは、
円滑な港湾物流の確保に向
けて、港湾管理者である東
京都と協力して、引き続き
調整などを行う。
また、これらの取組の成
果を大会後にどのように生
かしていくか、ということ
が大変重要である。東京都
をはじめ、関係者の皆様と
ともに、しっかりと検討し
ていきたい。
渋滞問題はさまざまな要
因が複合的に絡み合って発
生していると認識してお
り、荷主、船社、港運事業
者、陸運事業者、港湾管理
者、埠頭会社など関係者も
多岐にわたる。全てのステ
ークホルダーが自分の問題
として捉え、それぞれの立
場で渋滞解消にどう取り組
んでいくか、一緒になって

考えていく必要がある。と
くに行政のリーダーシップ
は重要な役割を果たすと思
っており、われわれとして
も行政と一丸となって取り
組んでいきたい。

―ICT、IoT、AIなどを取り
入れた新しい港湾運営に
ついて

将来的な自働化や ICT
（情報通信技術）、IoT（モ
ノのインターネット）、AI
（人工知能）などの新技術
を取り入れた取組について
は、荷役効率の向上、平準
化はもちろんのこと、作業
の安全性、ヒューマンエラ
ーの回避、労働環境の改善
などの意義があり、取り組
んでいく必要はあると考え
ているが、一方、こうした
取組を推進していく過程に
おいては、大きな初期投資、
港湾労働者の職域確保、タ
ーミナルレイアウトの変更
などの課題がある。だが、
港湾の近代化、国際競争力
の向上のために、国や東京
都の指導、支援を仰ぎなが
ら、実現に向けて取り組ん
でまいりたい。

―第5期中期経営計画の重
点目標について

第５期中期経営計画は当
社が今後3年間にどのよう
な取組を行っていくのか、
東京港を利用する皆様をは
じめ、関係者の方々や社員
に対して明示するものであ
り、会社にとって大変重要
な羅針盤であると認識して
いる。
策定にあたっては、東京
港を取り巻く現状につい
て、社員と議論し、自分た
ちが置かれている立場につ
いて、しっかりと確認を行
った。その上で、経営理念、
経営ビジョンを実現するた
めに今後どのような取組を
行ったらよいか整理をした
ものである。
（物流機能を向上させる取組）
物流機能を向上させる取

組については、重点的に取
り組むべき事項として「顧
客ニーズの把握や物流動向
を踏まえたサービスの展
開」を掲げた。我々の仕事
は顧客あってこそ成り立っ
ていると認識しており、社
員に対しては「常に営業マ
ンたれ」と伝えている。埠
頭事業部、技術部だけでな
く、管理部門にいる社員も
常に営業マインドを忘れな
いでいてほしい。
具体的には東京港を利用
される船社、港運事業者、
荷主などに対して、積極的
な営業活動による信頼関係
を構築するとともに、顧客
ニーズの把握、分析とあわ
せて東京港の優位性を的確
に捉えたPRを行うことで、
利用者の方々にとって利便
性の高い港を目指してまい
りたい。

（臨海エリア発展の取組）
同じく重点的に取り組む
べき事項として、「一層の
サービス向上のためにお客
様の声を的確に反映させる
取組」を掲げている。我々
は、指定管理者として、海
上公園や客船ターミナルの
管理、運営を担っているが、
本事業においても「顧客目
線に立ったサービス品質の
向上」を心掛けていきたい。
この分野においても、常に
営業マインドを持って事業
に取り組むことが必要だ。
具体的には公園関連施設な
どを利用されるお客様から
寄せられた声を管理運営に

反映させるため、改善状況
などの確認を社内で定期的
に行い、多様化するニーズ
に迅速かつ的確に対応し、
お客様に喜ばれるサービス
を提供していきたい。

（取組を支える組織づくり）
同じく重点的に取り組む
べき事項として「中長期的
な人材確保、育成計画の策
定、実施」を掲げている。
東京港を支えているのは社
員の「人間力」であり、そ
れが結集されて「ミナトヂ
カラ」になっている。社員
に対しては、常にチャレン
ジ精神を忘れずに、自己研
鑽に励み、世界を代表する
都市型総合港湾である東京
港を支えている一人である
という自覚と誇りを持って
一層の成長を期待したいと
思っている。
一方で、社内の状況を鑑
みると、今後一定数の定年
退職者が見込まれるため、
社員の技術・ノウハウをい
かにして継承していくかが
重要な課題だ。
こうしたことから、人材
の確保と育成を強化する必
要があるため、中長期的視
点に立って、人材確保、育
成計画を策定し、実行して
いきたい。

―東京国際クルーズターミ
ナル開業とクルーズ船へ
の対応について

東京国際クルーズターミ
ナルについては「東京国際
クルーズターミナルグルー
プ」として、我々が代表者
となり、管理・運営を担う
ことになった。
東京港では、これまでに
ない大規模なクルーズター
ミナルであり、身の引き締
まる思いである。これまで
晴海客船ターミナルなどの
客船ターミナルで培ったノ
ウハウを最大限に生かしな
がら、管理・運営をしてい
きたい。
一方、新型コロナウィル
ス（COVID-19）の影響もあ
り、クルーズ船を取り巻く
状況は大変厳しいものであ
ると認識している。
感染拡大が収束した暁に
は、乗船客だけでなく客船
の乗組員、さらには送迎客
や地域の皆様にも、快適に
ターミナルを利用いただけ
るように、サービスやおも
てなし、地域の活性化や施
設の活用方法等について、
コンソーシアム先や東京都
と連携しながら、積極的に
取り組んでいきたい。

「都市型総合港湾・東京港」を目指す東京港埠頭
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首都東京の玄関港、東京港は大規模なコンテナ埠頭を備えた我が国有数の国際貿易
拠点港であり、首都圏4,000万人の社会経済活動を支える物流基地だ。また、世界の
リーディングポートとして重要な役割を担う。東京港の2019年（暦年）の外貿コン
テナ取扱個数（実入り・空合計）は451万TEUと、1998年から22年連続で日本一
を誇る。一方、東京港を取り巻く環境は船型の大型化とハブ＆スポーク輸送の進展、
コンテナ物流業界の再編や南アジア諸国との交易拡大など世界の貿易構造・物流動向
が大きく変化している。東京港埠頭株式会社は港湾管理者である東京都と連携し、物
流の技術革新や取扱貨物量の増加などへの対応と、より質の高いサービスの実現に向
け、外貿埠頭の整備・再編をはじめ、埠頭周辺や臨海部の整備など総合的な物流機能
を強化、ハード・ソフト両面から事業を展開している。昨年6月に東京港埠頭株式会社
の社長に就任した服部浩氏にコンテナターミナルの再編・整備や混雑対策、自身の経
験（前・郵船クルーズ社長）を踏まえたクルーズターミナル開業などについて聞いた。

KOREA MARINE TRANSPORT CO., LTD.KOREA MARINE TRANSPORT CO., LTD.

高麗海運株式会社

KMTC (JAPAN) Co., Ltd. 
Tokyo: 03-3500-5051      Osaka: 06-6243-1661
KMTC's homepage: http://www.ekmtc.co.kr / 
KMTC(JAPAN)’s homepage: http://www.kmtcjapan.com
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日本主要港から
アジア（海峡地/ベトナム/タイ）直行  ！
定評の釜山(TS)コンテナサービスと併せてご利用下さい。
詳しくは　http://www.ekmtc.com/
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同ふ頭・ターミナルは、
世界最大級の大型客船が橋
げた下52mのレインボーブ
リッジを通過できない現状
を打破するため、橋の影響
を受けないレインボーブリ
ッジ外側、船の科学館の隣
接地、青海ふ頭の前面海域
に桟橋式岸壁を整備、合わ
せてターミナルビルも建
設、陸地からは車両、歩行

者ともに連絡通路によって
つなげられる。ふ頭は水深
11.5m、延長430m（桟橋延
長370m、エプロン幅30m、
ドルフィン57.5m）で係船
能力23万総トン。ターミナ
ルは 1万
9,480.5㎡
の 敷 地
に、鉄骨
造り地上

4階建て、延床面積 1万
9,111.91㎡の規模で整備され
る。1階はエントランス、
手荷物チェックイン、事務
所、2階はCIQエリア、バゲ
ージ・ホール、3階はCIQエ
リア、チェックインカウン
ター、4階は多目的室、VIP
ルーム、送迎デッキを設置
する。
東京国際クルーズふ頭の

管理者は東京国際クルーズ
ターミナルグループ（代表
団体：東京港埠頭、構成団

体：シミズオクト、日本空
港ビルディング）が指定さ
れている。

世界最大級客船も受け入れ可能な桟橋式岸壁
今年7月、東京国際クルーズふ頭が供用を開始、同ふ頭

背後に東京国際クルーズターミナルも整備され、世界最大
級の客船の受け入れが可能な施設として、首都の玄関口に
ふさわしいふ頭とターミナルが誕生する。 新型コロナウイルスの

感染拡大に伴い、東京港
でも取扱貨物の減少、現
場での感染防止策の徹底、
感染した場合の適正な対
応など、さまざまな影響
が発生している。さらに
長期化による影響が、物
流業界に波及、深刻化し
ているが、東京都ではい
ち早く対応を進めている。

港湾占用料の支払い猶予
東京都は1月に、中国・

武漢市における新型コロ
ナウイルスに関連した感
染症の被害拡大を受け、
東京港における水際での
感染症対策に万全を期す

ため「新型コロナウイル
スに関連した感染症対策
連絡会」を開催し、対応
を進めてきている。4月1
日からは、新型コロナウ
イルスの感染拡大に伴い、
一時的に港湾占用料など
の納付が困難な事情があ
る占用者などに対し、納
付期限を猶予する施策を
講じている。

蔵置貨物の早期搬出を
要請
その一方で、全国的な

緊急事態の下、医薬品、
医療機器をはじめ、市民
の生活に必要な食料品、
日用品など生活物資の輸

送、物流の安定確保のた
め、東京都港湾局は4月、
国土交通省港湾局と連携
して、東京港の利用者に
対して、蔵置貨物の早期
搬出を要請している。

COVID-19との戦いで
共同声明
アジア、欧州、中東、

北米の主要20港が参加す
る港湾管理者円卓会議
（PAR）は4月下旬、局長級
テレビ会議を開催、世界
の主要港に可能な限り港
を開放し、安定を維持、
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
（COVID-19）と戦うように
呼びかける共同声明を発
表、東京港は同声明に署
名した。声明では港湾管
理者と海事当局が海運貿
易の円滑な流れを確保し
ながら、すべての主要港
湾がより緊密な協力を促
進すべきだとしている。

新型コロナウイルス対策に迅速かつ多様な対応
港湾利用者に支援措置、緊急事態に安定輸送確保

一般社団法人日本海事
検定協会の分析センター
は、昭和30年（1955年）
に東京と大阪の2箇所に開
設された。それ以来、国
内外の主要港での港湾業
務の拡大と幅広いネット
ワークを活用した事業活
動によって、石油・石
炭・鉄鉱石・食品など、
国民生活にとって必要不
可欠な輸出入貨物の品質
分析の実績を積み上げ、
その間、分析技術を向上
させつつ顧客ニーズに応
えてきた。横浜・大阪の
分析センターを始めとし
て、石狩（平成15年）、苫
小牧（同年）、千葉（平成
24年）、名古屋（同25年）
の4箇所にサテライトラボ
がある。
このうち横浜分析セン

ターは、近年、事業規模
が急拡大してきたことで
分析センターが手狭とな
り、スペースの確保が緊
急の課題となっていた。
そうした状況にあって、
平成25年2月に協会創立100
周年を迎えることとなり、
その記念事業の一環とし
て、横浜市鳥浜地区に新
たな分析センターを建設
し、平成26年2月に移転を
完了し、分析業務を開始
した。
分析センターでは、輸

出入貨物の品質分析を主
な業務として行っている。
取扱品目は、鉄鉱石、石
炭、石油、化学品原料、

及び食品と多岐にわたっ
ており、国内外から当分
析センターに送付される
品物の種類は、着実に増
加している。また、貨物
にトラブルが起こった場
合の原因調査については、
最新機器と各分野に精通
した専門スタッフで様々
な要望に迅速・的確に対
応している。
今後も、国内外を問わ

ず、従来の業務に加えて
資源・エネルギー、及び
食品分野の安全と安心を
重要テーマとして、積極
的に取り組んでいく。
わが国を取り巻く社会

環境の変化に対して、分
析機関に求められる役割
は益々重要となる。目覚
ましい進歩に伴い多様化
している資源エネルギー
及び食品に関わる分析の
経験と知識を更に深めて
いくとともに、顧客の目
線を忘れずに国内外の社
会変化を先取りして、一
歩踏み込んだサービスを
提供していく姿勢を全面
に打ち出す。
同協会は、輸出入食品

や貨物の安全と安心を守
ることに加えて、視野を
広く保ち、情報発信力を
強化して、「これまでの100
年からこれからの100年」
を見据え、経営理念であ
る「信頼のブランドNKKK」
をあらゆる事業活動の原
点におき、国際社会への
永続的な貢献を目指す。

日本海事検定協会（NKKK）
分析センター（横浜）
国際社会への永続的貢献を目指す

“国際総合分析機関”

（写真　エスエス東京　島尾  望）


